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調
査
日　

令
和
７
年
５
月
14
日

委員会
レポート

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
に
お
い
て
は
、
近
年
の

国
際
情
勢
や
円
安
な
ど
様
々

な
影
響
を
大
き
く
受
け
て
肥

料
や
飼
料
、
農
業
資
材
等
の

価
格
高
騰
が
恒
常
化
し
、
更

に
酪
農
業
で
は
コ
ロ
ナ
禍
等

で
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

た
生
乳
の
大
量
廃
棄
問
題
は

記
憶
に
も
新
し
く
、
引
き
続

き
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。

　

一
方
で
、
家
畜
ふ
ん
尿
処

理
は
臭
気
対
策
の
み
な
ら

ず
、
肥
料
や
バ
イ
オ
ガ
ス
に

よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
活
用
な
ど
、
そ
の
導
入

拡
大
は
大
規
模
停
電
対
策
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
最

新
の
バ
イ
オ
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用
の
あ
り
方
を
把
握
す

る
た
め
に
調
査
を
実
施
し

た
。

【
農
林
課
】

　

町
で
は
、
家
畜
の
ふ
ん
尿

を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
「
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
」
の
導
入
を
進
め
て
お

り
、
現
在
、
美
蔓
地
区
（
集

合
型
）
と
御
影
・
旭
山
地

区
（
個
別
型
）
の
３
か
所

で
施
設
が
稼
働
し
て
い
る
。

平
成
28
年
に
導
入
の
可
能
性

を
調
査
し
た
の
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
事
業
化
が
進
め

ら
れ
た
。

　

富
樫
牧
場
（
個
別
型
）
で

は
、
事
業
費
約
１
億
５
千
万

円
を
か
け
て
平
成
26
年
に
操

業
を
開
始
。
牛
１
８
０
頭
分

の
ふ
ん
尿
を
処
理
し
、
発
電

や
液
肥
・
敷
料
を
自
家
利
用

し
て
い
る
。

　

御
影
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ
ー

（
個
別
型
）
は
、
約
14
億
円

を
投
じ
て
平
成
29
年
に
操
業

開
始
。
牛
２
千
８
０
０
頭
分

の
ふ
ん
尿
を
処
理
し
、
売
電

の
ほ
か
、生
成
さ
れ
た
敷
料
・

消
化
液
は
畜
産
農
家
や
耕
種

農
家
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
現
地
視
察
し
た
、
十

勝
清
水
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
集
合
型
）
は
、
９
戸

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て

総
務
産
業
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

　委員会活動として閉会中に行った所管事務調
査の内容を、各常任委員会は第４回定例会にお
いて報告しました。
※内容は要約されています。報告書の全文はホ
　ームページでご覧になれます。

の
酪
農
家
と
Ｊ
Ａ
の
出
資
に

よ
り
、
約
18
億
円
の
事
業
費

で
令
和
元
年
に
操
業
を
開

始
。
牛
２
千
１
７
０
頭
分
の

ふ
ん
尿
を
処
理
し
、
発
電
に

加
え
て
敷
料
や
消
化
液
を
販

売
し
て
い
る
。

【
十
勝
清
水
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
】

　

十
勝
清
水
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
よ

り
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
の
２
０
２
４
年
度
の
運

用
実
績
と
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

操
業
か
ら
約
６
年
が
経
過

し
、
２
０
２
４
年
度
は
家
畜

ふ
ん
尿
約
5.9
万
ト
ン
を
処

理
。
売
電
量
は
約
３
６
８
万

ｋ
Ｗ
ｈ
、
自
家
消
費
は
約

40
万
ｋ
Ｗ
ｈ
、
稼
働
率
は

92
・
９
％
と
高
水
準
を
維

持
し
て
お
り
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
優
良
施
設
と
さ

れ
て
い
る
。
施
設
で
は
６

名
の
雇
用
を
創
出
し
、
こ

れ
ま
で
に
81
名
が
現
地
を
見

学
し
た
。
１
日
あ
た
り
約

50
万
円
の
売
電
収
入
を
得
て

お
り
、
安
定
稼
働
が
収
益

確
保
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
21
戸
の
農
家

に
敷
料
等
を
販
売
し
、
余
剰

の
バ
イ
オ
ガ
ス
は
災
害
時
に

は
、
美
蔓
福
祉
館
に
設
置
さ

れ
た
非
常
用
発
電
機
の
発
電

が
可
能
で
、
公
共
施
設
で

十勝清水バイオマスエネルギー株式会社を視察
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調
査
日　

令
和
７
年
５
月
12
日

　
　
　
　

令
和
７
年
５
月
30
日

　

本
調
査
は
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
多
様

化
す
る
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
高
齢
者
の
見
守

り
体
制
の
現
状
と
課
題
を
把

握
し
、
今
後
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
目
的
で
実
施
し
た
。

　

見
守
り
に
は
、
自
宅
を
訪

問
し
て
生
活
状
況
を
確
認
す

る
「
訪
問
型
」
と
、
外
出
や

高
齢
者
の
地
域
見
守
り
に
つ
い
て

厚
生
文
教
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

サ
ー
ビ
ス
利
用
を
促
し
健
康

維
持
を
図
る
「
参
加
型
」
の

２
つ
の
側
面
が
あ
る
。

　

今
回
、
町
保
健
福
祉
課
お

よ
び
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

の
聞
き
取
り
に
加
え
、
先
進

的
な
取
組
を
行
う
池
田
町
を

視
察
し
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
方
策

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

【
清
水
町
の
取
り
組
み
】

　

清
水
町
で
は
、
高
齢
者
の

安
心
・
安
全
な
生
活
を
支
え

る
た
め
、
保
健
福
祉
課
を
中

心
に
多
様
な
支
援
体
制
を
整

え
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
週

３
回
の
「
給
食
サ
ー
ビ
ス
」

で
は
、
夕
食
の
宅
配
と
併
せ

て
安
否
確
認
を
実
施
し
て
い

る
。　

ま
た
、
電
話
や
訪
問

に
よ
っ
て
健
康
状
態
を
確
認

す
る
「
高
齢
者
見
守
り
安
心

事
業
」
も
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、

「
い
き
い
き
教
室
」「
さ
ん
さ

ん
カ
フ
ェ
」
な
ど
の
参
加
型

事
業
を
通
じ
、
外
出
の
機
会

を
増
や
し
、
孤
立
や
孤
独
の

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

地
域
の
協
力
も
進
ん
で
お

り
、
町
内
の
新
聞
店
や
薬
局

の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
の

対
策
と
し
て
の
活
用
の
検

討
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
現
プ
ラ
ン
ト
は
す

で
に
処
理
能
力
の
上
限
に
達

し
て
お
り
、
新
た
な
受
け
入

れ
は
難
し
い
状
況
で
あ
り
、

今
後
の
新
規
プ
ラ
ン
ト
建
設

に
は
国
の
補
助
制
度
を
活
用

し
た
町
や
Ｊ
Ａ
の
関
与
が
不

可
欠
で
あ
り
、
行
政
の
積
極

的
な
関
与
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
町
か
ら
の
固
定
資

産
税
相
当
分
の
補
助
（
集
合

型
は
８
年
間
）
は
令
和
９
年

度
で
終
了
す
る
予
定
で
あ

り
、
今
後
の
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で

あ
る
。
施
設
の
重
要
性
を
町

民
に
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
見
学
機
会
の
充
実
を
望

む
声
も
上
が
っ
た
。

【
総
括
】

　

本
町
で
は
、
ふ
ん
尿
処
理

や
臭
気
対
策
と
し
て
始
ま

っ
た
家
畜
ふ
ん
尿
の
利
活
用

が
、
近
年
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
や
堆
肥
化
、
災
害

時
の
非
常
用
電
源
と
し
て
の

活
用
な
ど
、
多
方
面
へ
広
が

っ
て
い
る
。
酪
農
の
町
と
し

て
約
３
万
頭
の
乳
牛
を
飼
育

す
る
本
町
に
と
っ
て
、
今
後

も
ふ
ん
尿
対
策
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

　

十
勝
清
水
バ
イ
オ
マ
ス
株

式
会
社
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
を
順
調
に
運
営
さ
れ

て
い
る
が
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
対
応
を
考
え
る
と
、

補
助
終
了
以
降
の
町
の
対
応

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
消
化
液
の
散
布
は

コ
ス
ト
や
運
搬
の
問
題
が
あ

り
、
町
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

と
感
じ
ら
れ
た
。

町保健福祉課・社会協議福祉会より説明を受ける

十勝清水バイオマスエネルギー株式会社を視察
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な
ど
16
事
業
者
と
「
見
守
り

協
定
」
を
締
結
。
異
変
を
感

じ
た
際
に
は
、
す
ぐ
に
町
へ

連
絡
が
入
る
体
制
を
構
築
し

て
い
る
。
認
知
症
の
方
な
ど

が
行
方
不
明
に
な
っ
た
際
に

情
報
を
共
有
す
る
「
高
齢
者

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

も
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

清
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
町
か
ら
委
託
を
受
け

て
「
給
食
サ
ー
ビ
ス
」
を
実

施
。
配
達
時
に
高
齢
者
の
異

変
を
察
知
し
、
命
を
救
う
ケ

ー
ス
も
見
ら
れ
て
い
る
。
加

え
て
、
小
地
域
で
の
支
え
合

い
を
促
す
「
た
す
け
あ
い
チ

ー
ム
」
の
支
援
や
、
サ
ロ
ン

活
動
の
推
進
、
移
動
支
援
や

フ
ー
ド
バ
ン
ク
、
権
利
擁
護

支
援
な
ど
、
生
活
面
で
も
幅

広
い
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
特
に
希
望
の
多
い
「
訪

問
支
援
」（
世
間
話
な
ど
30

分
程
度
の
見
守
り
）
を
町
民

と
と
も
に
検
討
し
、
事
業
化

を
目
指
す
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
給
食
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
回
数
の
増
加
や
、

孤
独
死
に
関
す
る
デ
ー
タ
の

蓄
積
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
抵

抗
の
あ
る
方
へ
の
周
知
や
意

識
改
善
の
必
要
性
が
指
摘
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活

用
し
た
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の

導
入
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
用
に
つ
い
て
も
前
向
き

な
検
討
が
求
め
ら
れ
た
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
今
後
も
行
政
・

地
域
・
関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
た
支
援
体
制
の
充
実
が

求
め
ら
れ
る
。

【
池
田
町
の
取
り
組
み
】

　

池
田
町
で
は
、
高
齢
化
率

の
高
さ
を
背
景
に
、
住
民
に

寄
り
添
っ
た
見
守
り
体
制
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

単
一
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は

限
界
が
あ
る
と
の
考
え
の
も

と
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
１
０
３
名
や
町
内
の
各
機

関
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の

人
材
・
資
源
を
広
く
活
用
し
、

多
様
な
視
点
か
ら
高
齢
者
を

見
守
る
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。
ま
た
、
介
護
予
防
を
重

視
し
、
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
を

通
じ
て
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
つ
く
る
こ
と
で
、
孤
立

の
防
止
と
見
守
り
の
強
化
に

努
め
て
い
る
。

　

視
察
で
は
、
商
業
施
設
２

階
に
あ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

町
民
活
動
支
援
ル
ー
ム
Ｒ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
２
号
店
」
を
訪
問

し
た
。
こ
の
施
設
は
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し
、

ふ
ま
ね
っ
と
運
動
、
ボ
ッ
チ

ャ
、
脳
ト
レ
教
室
、
健
康
教

室
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
る

高
齢
者
の
交
流
拠
点
で
あ
る
。

　

立
地
は
ス
ー
パ
ー
の
上
階

に
あ
り
、
買
い
物
の
つ
い
で

に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
こ
と

か
ら
、
参
加
者
が
増
加
し
、

介
護
予
防
や
見
守
り
に
も
大

き
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
池
田
町
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
「
見
守
り
セ
ン
サ

ー
」
の
実
証
実
験
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

室
内
の
生
活
動
作
を
感
知
し
、

一
定
時
間
セ
ン
サ
ー
反
応
が

な
い
場
合
や
、
夜
間
の
過
度

な
動
き
が
感
知
さ
れ
た
場
合

に
通
知
さ
れ
る
も
の
で
、
高

齢
者
の
孤
立
や
異
常
を
早
期

に
察
知
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
今
後
、
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
を
健
康
管
理
や
地

域
支
援
の
向
上
に
活
か
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

意
見
交
換
で
は
、
地
域
組

織
の
担
い
手
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
中
で
、「
高
齢

者
が
高
齢
者
を
見
守
る
」
と

い
う
実
情
を
共
有
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
池
田
高
等
学
校

や
小
中
学
校
、
学
童
な
ど
と

の
世
代
間
交
流
の
重
要
性
に

も
言
及
が
あ
り
、
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
２
号
店
の
よ
う
な
多
世

代
の
集
い
の
場
の
存
在
が
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
重
要
で
あ
る
と
再
認
識
し

ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
見
守
り
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
人
の

支
援
の
代
替
で
は
な
く
「
自

立
を
支
え
る
補
完
的
な
仕
組

み
」
と
し
て
、
将
来
的
に
健

康
デ
ー
タ
の
活
用
な
ど
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
地
域
に

合
っ
た
導
入
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。

池田町ボランティア・町民活動支援ルーム ROCOCO２号店を視察

池田町保健センターにて説明を受ける




